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10
月
18
日
、
ラ
ポ
ー
ル
日
教
済

で
第
19
回
目
と
な
る
交
流
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
竹
田
事
務
局
長
の
司
会

に
よ
り
開
始
さ
れ
、
西
澤
会
長
は

次
の
よ
う
な
主
催
者
挨
拶
を
し
ま

し
た
。

「
国
会
は
昨
日
か
ら
予
算
委
員

会
の
審
議
を
始
め
た
が
、
議
論
は

議
員
食
堂
の
新
メ
ニ
ュ
ー
の
値
段

で
相
当
な
時
間
が
費
や
さ
れ
た
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
社
会
福

祉
を
ど
う
考
え
る
か
、
そ
れ
は

5
0
0
兆
円
と
い
わ
れ
る
G
D
P

を
ど
う
分
け
る
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
大
企
業
の
取
り
分
を
少
な

く
す
る
か
ど
う
か
が
カ
ギ
だ
が
、

実
際
に
は
15
兆
円
、
3
～
5
%
で

あ
る
。
大
企
業
は
18
歳
ま
で
育
て

て
も
ら
っ
た
若
者
を
雇
う
が
、
大

部
分
は
非
正
規
で
、
企
業
が
負
担

す
べ
き
医
療
・
年
金
な
ど
の
掛
け

金
は
大
幅
に
省
い
て
い
る
。
つ
ま

り
、
社
会
的
な
再
配
分
の
問
題
が

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
て
、
本

来
の
資
本
主
義
そ
の
も
の
を
「
壊

す
」
事
態
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
、
原
発
は
本
質
的
に
原
爆

と
同
じ
だ
が
、
広
島
原
爆
の
ウ
ラ
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広がる多様な活動
更に運動の輪を広めよう！

第
19
回
日
退
教
組
織
活
動
交
流
集
会

ン
2
3
5
を
燃
や
し
た
後
に
出
来

る
プ
ル
ト
ニ
ュ
ウ
ム
2
3
9
が
長

崎
原
爆
で
あ
る
。

原
発
の
汚
染
水
は
薄
め
れ
ば
い

い
と
言
う
が
、
ト
リ
チ
ウ
ム
な
ど

は
取
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

細
胞
に
入
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
な

ど
は
全
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
放

射
能
を
含
ん
だ
廃
棄
物
は
蓄
積
さ

れ
る
ば
か
り
で
処
理
で
き
な
い
。

脱
原
発
社
会
を
ど
う
実
現
す
る

か
、
思
い
を
共
に
し
な
が
ら
、
生

存
を
懸
け
て
闘
っ
て
い
く
し
か
な

い
の
で
は
な
い
か
。」

来
賓
は
次
の
3
名
で
し
た
。

加
藤
日
教
組
委
員
長
、
朽
見
教

職
員
共
済
常
務
理
事
、
木
下
相
互

共
済
会
理
事
長

柴
口
正
武
福
島
県
教
組
副
委
員
長

（
震
災
時
、
双
葉
支
部
長
）

「
ま
ず
、
2
つ
の
悲
劇
、
そ
の

1
つ
は
3
月
12
日
、
避
難
指
示
が

出
さ
れ
た
が
、
救
助
に
当
た
っ
て

い
た
消
防
団
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
け

ら
れ
、そ
の
結
果
餓
死
者
が
出
た
。

最
初
浪
江
の
人
た
ち
は
津
島
地
区

に
避
難
し
た
が
、
そ
こ
は
線
量
が

高
い
所
で
、
東
電
の
情
報
は
、
薄

め
ら
れ
た
不
正
確
な
も
の
だ
っ

た
。あ

と
、2
人
の
首
相
の
発
言
だ
。

野
田
首
相
は
早
々
と「
終
息
宣
言
」

を
出
し
、
安
倍
首
相
は
「
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」
と
発
表
し

た
。両
方
と
も
歪
め
ら
れ
た
話
で
、

こ
れ
は
今
も
引
き
ず
っ
て
い
て
、

関
係
者
は
ね
じ
曲
げ
ら
れ
た
情
報

に
よ
り
、「
置
き
去
り
に
さ
れ
た
」

と
い
う
感
覚
だ
。

1
、
汚
染
水
問
題

地
下
水
の
流
入
に
つ
い
て
は
、

フ
ェ
ン
ス
が
機
能
し
て
い
な
い
こ

と
、
炉
か
ら
溢
れ
て
い
る
こ
と
、

こ
れ
ら
は
参
院
選
が
終
わ
る
ま
で

明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
溢
れ
た

水
量
は
最
初
の
1
2
0
リ
ッ
ト
ル

が
次
に
は
3
0
0
ト
ン
、
さ
ら
に

1
3
0
0
ト
ン
と
変
わ
っ
て
い
っ

た
。
汚
染
水
タ
ン
ク
は
ボ
ル
ト
締

以
下
、
4
面
に
続
く

挨拶する西澤会長

全体会の様子

特
別
報
告
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◆
レ
ポ
ー
ト
の
題
名

1　
「
津
波
体
験
と
伝
承
活
動
」

　

田
村
剛
一
（
岩
手
高
退
）

2　
「
組
織
の
強
化
・
拡
大
の

と
り
く
み
」

　

井
上
雅
子
（
佐
賀
県
退
教
）

3　
「
米
軍
岩
国
基
地
の
状
況

と
人
々
の
立
ち
上
が
り
」

　

落
合
紀
久
子（
山
口
県
退
教
）

4　
「
退
職
者
を
中
心
に
し
た

“
い
し
か
わ
教
育
総
研
"
の

公
開
研
究
講
座
『
平
和
教
育

交
流
集
会
』を
推
進
し
て
Ⅱ
」

　

上
瀬
雅
美
（
石
川
県
退
教
）

5　
「
自
民
党
・
道
教
委
に
よ
る

北
教
組
の
運
動
・
組
織
破
壊

攻
撃
と
北
退
教
の
と
り
く
み
」

荒
川
三
和
子
（
北
退
教
）

岩
手
高
退
教
は
、「
津
波
だ

け
は
、
早
く
逃
げ
れ
ば
助
か
る

災
害
」
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
承

す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
3
・
11
の
津
波
で
多
く
の

犠
牲
者
が
で
た
の
は
、
防
潮
堤

や
「
津
波
の
前
に
は
引
き
潮
が

あ
る
。
ド
ン
ド
ン
と
大
砲
の
よ

う
な
音
が
す
る
。」
な
ど
古
老

の
言
い
伝
え
に
対
す
る
過
信
が

あ
っ
た
。
正
し
い
内
容
を
後
世

に
伝
え
る
事
が
重
要
だ
。

◆
討　
　

論

佐
賀
県
退
教
協
は
、
親
睦
を

中
心
に
組
織
の
拡
大
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
研
修
・
親
睦
旅
行

や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
囲

碁
大
会
、
文
集
発
行
、
地
域
の

奉
仕
活
動
な
ど
多
彩
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
。
会
費
徴
収
や
勧

誘
に
自
宅
訪
問
ま
で
と
り
く
ま

れ
て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。

岩
国
市
の
参
加
者
か
ら
は
、

米
軍
基
地
の
歴
史
と
現
状
、
基

地
撤
回
闘
争
が
報
告
さ
れ
た
。

日
本
国
政
府
は
、市
民
・
国
民
を

だ
ま
し
、
ア
メ
リ
カ
に
追
従
し
、

岩
国
で
も
基
地
の
強
化
拡
張
を

推
し
進
め
て
い
る
。
沖
縄
の
参

加
者
か
ら
は
、「
滋
賀
県
や
高

知
県
で
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
が

行
わ
れ
る
の
は
、
政
府
の
言
う

よ
う
な
沖
縄
の
負
担
軽
減
に
は

な
ら
な
い
。
か
え
っ
て
負
担
増

に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
。

政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
騙
さ

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
等
の

発
言
が
あ
っ
た
。
滋
賀
県   

の

参
加
者
か
ら
は
、
オ
ス
プ
レ
イ

に
反
対
す
る
市
民
団
体
が
立
ち

上
が
っ
た
と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

北
退
教
か
ら
は
、
2
0
1
0

年
、
自
民
党
と
道
教
委
に
よ
る

北
教
組
つ
ぶ
し
の
攻
撃
は
、
北

教
組
が
政
治
資
金
規
正
法
違
反

◆
レ
ポ
ー
ト
の
題
名

1　
「
明
成
皇
后
を
考
え
る
会

の
取
り
組
み
」

　

森
本
育
博
（
熊
本
県
退
教
）

2　
「
青
森
県
に
お
け
る
武
道

導
入
こ
の
1
年
そ
の
実
態
」

　

蝦
名
敏
實
（
青
森
県
退
教
）

3　
「
組
織
拡
大
・
強
化
と
退

教
協
の
目
的
」

　

竹
内
彰
浩
（
愛
知
退
教
協
）

4　
「
支
部
活
動
の
活
性
化
と

組
織
拡
大
に
向
け
て
」

に
問
わ
れ
た
こ
と
を
口
実
に
始

ま
っ
た
、
と
報
告
が
あ
っ
た
。

北
退
教
は
、
自
分
た
ち
が
保
護

者
・
道
民
と
と
も
に
創
り
あ
げ

て
き
た
北
海
道
の
教
育
と
子
ど

も
を
守
る
た
め
の
闘
い
と
位
置

づ
け
、
現
退
一
致
で
攻
撃
を
は

ね
か
え
す
べ
く
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
の
力
強
い
報
告
で

あ
っ
た
。

最
後
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

退
職
者
を
中
心
に
し
た
“
い
し

か
わ
教
育
総
研
”
の
取
り
組
み

が
報
告
さ
れ
た
。
今
年
の
公
開

研
究
講
座
は
、
6
月
23
日
沖
縄

慰
霊
の
日
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

た
。
テ
ー
マ
は
、「
内
灘
闘
争

に
学
ぶ
～
石
川
に
オ
キ
ナ
ワ
が

あ
っ
た
」
だ
っ
た
。
内
灘
闘
争

は
、
米
軍
基
地
反
対
運
動
の
狼

煙
と
な
り
、
沖
縄
の
闘
い
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
内
灘
闘
争
か

ら
学
ぶ
な
か
で
、
今
年
も
、
日

退
教
の
「
沖
縄
と
連
帯
す
る
第

4
次
沖
縄
交
流
団
」
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
。

日
本
版
N
S
C
法
案
や
特
定

秘
密
保
護
法
案
が
今
国
会
で
成

立
す
る
危
険
性
が
高
ま
る
な
ど
、

戦
争
を
で
き
る
国
へ
向
か
っ
て

い
る
日
本
。
こ
の
流
れ
を
止
め

な
け
れ
ば
と
い
う
焦
り
ば
か
り

が
募
る
今
日
こ
の
頃
。
各
地
で

が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
る
退
職
者

会
の
仲
間
の
報
告
に
は
、
参
加

者
一
同
、
元
気
を
も
ら
っ
た
。

第1分科会「平和・組織」

「津波体験と伝承活動」岩手高退

第2分科会「教育・人権・組織」

 

第
1
分
科
・
分
散
会

 

第
2
分
科
・
分
散
会

「
平
和
・
組
織
」

「
教
育
・
人
権
・
組
織
」

分
科
・
分
散
会
の
報
告
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◆
レ
ポ
ー
ト
の
題
名

1　
「
仲
間
を
つ
な
ぐ
友
の
会

だ
よ
り
」

　

麻
田
節
子（
高
知
県
教
友
会
）

2　
「
組
織
拡
大
の
た
め
の
峡

南
支
部
活
動
（
交
流
と
連
帯

に
つ
い
て
）」

　

望
月
一
二
（
山
梨
退
教
）

3　
「
地
域
と
共
に
教
育
文
化

を
（
日
本
フ
ィ
ル
田
川
公
演

の
と
り
く
み
）」

　

山
崎
仁
平
（
福
岡
高
退
教
）

4　
「
活
性
化
の
工
夫
で
運
動

の
前
進
を
（
現
状
と
課
題
）」

　

西
田
直
智
（
石
川
高
退
教
）

　

鈴
木
三
千
翁（
兵
庫
退
教
協
）

◆
討　
　

論

熊
本
県
退
教
の
レ
ポ
ー
ト

に
あ
っ
た
「
閔
妃
事
件
」
は

1
8
9
5
年
（
明
治
28
年
）
10

月
8
日
、
日
本
の
軍
隊
と
日
本

人
浪
士
48
人
で
朝
鮮
王
宮
を
襲

い
閔
妃
（
明
成
皇
后
）
を
殺
害

し
た
も
の
だ
。
浪
士
の
う
ち
21

人
が
熊
本
県
出
身
で
あ
っ
た
。

2
0
0
5
年
5
月
に
韓
国
へ
の

訪
問
と
交
流
を
開
始
し
て
、
今

年
で
第
8
次
に
な
る
。
定
期
的

な
学
習
会
と
訪
問
・
交
流
を
重

ね
、
真
の
友
好
を
目
指
す
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

他
県
の
退
教
か
ら
自
分
の
と

こ
ろ
の
出
身
者
が
い
る
。
歴
史

認
識
も
含
め
て
学
習
し
て
い
き

た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

青
森
県
退
教
の
レ
ポ
ー
ト
は
、

強
引
に
導
入
さ

れ
た
武
道
の
必

修
化
で
多
く
の

体
育
教
員
は
不

安
を
抱
え
な
が

ら
武
道
を
指
導

し
て
い
る
状
況

で
、
2
0
1
3

年
3
月
に
県
内

全
市
町
村
中
学

校
を
対
象
に
行

な
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で

あ
っ
た
。
そ
の

「明成皇后を考える会」熊本県退

訪問団の凧明成皇后暗殺関係者一覧

第3分科会「福祉・文化・組織」

 

第
3
分
科
・
分
散
会

「
福
祉
・
文
化
・
組
織
」

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
指
導
生

徒
数
な
ど
多
く
の
問
題
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
の
調
査
結
果

を
レ
ジ
メ
に
し
て
労
組
関
係
者
、

自
治
体
議
員
、
教
育
行
政
当
局

な
ど
に
送
付
し
、
改
善
を
願
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
柔
道
着

を
共
用
す
る
た
め
に
汗
で
ぬ
れ

た
ま
ま
再
着
用
な
ど
や
他
県
か

ら
も
指
導
者
に
よ
る
問
題
が
指

摘
さ
れ
た
。

愛
知
退
教
協
と
兵
庫
退
教
協

の
レ
ポ
ー
ト
は
、
組
織
の
強
化

と
活
性
化
を
図
る
も
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ 

「
現
退
一
致
」
に
よ
る

運
動
の
推
進
と
支
部
活
動
の
活

性
化
に
向
け
て
の
も
の
で
あ
っ

た
。
愛
知
退
教
協
は
7
月
に
実

施
さ
れ
た
第
23
回
参
議
院
議
員

選
挙
の
と
り
く
み
を
報
告
。
ほ

ぼ
目
標
ど
お
り
神
本
票
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
神
本
み

え
子
3
期
目
の
当
選
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
に
「
現

退
一
致
」
が
機
能
し
た
と
言
え

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
兵
庫
退
教
協
か
ら
は
、
地

域
の
学
校
の
教
育
活
動
に
参
加

す
る
な
ど
教
職
員
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
、
と
も
に
集
い
、

一
緒
に
な
っ
て
活
動
し
、
退
職

後
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
す
す

め
る
と
い
う
も
の
で
、
各
県
か

ら
も
同
様
な
意
見
が
あ
っ
た
。

◆
討　
　

論

高
知
県
教
友
会
（
教
友
会
）

の
レ
ポ
ー
ト
報
告
で
は
、
高
管

教
（
高
知
県
管
理
職
組
合
）
と

い
う
組
織
の
内
容
や
教
友
会
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
多
く
の
質

問
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。
山
梨

県
退
教
協
の
報
告
で
は
、
県
退

職
教
職
員
互
助
会
と
県
退
職
教

職
員
協
議
会
と
が
一
体
の
組
織

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
質
問
が

出
さ
れ
た
。
福
岡
高
退
教
の
報

告
で
は
、
県
教
組
と
の
連
携
に

つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
た
。
石

川
高
退
教
の
報
告
に
は
、
総
会

に
ミ
ニ
講
演
を
取
り
入
れ
た
こ

と
に
賛
同
す
る
意
見
が
多
く

あ
っ
た
。

4
本
の
レ
ポ
ー
ト
発
表
だ
っ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活

動
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の

人
々
と
ど
う
係
る
か
と
い
う
こ

と
が
レ
ポ
ー
ト
に
出
て
い
た
。

そ
の
地
域
と
の
か
か
わ
る
力
強

さ
が
組
織
強
化
・
拡
大
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
、
改
め
て
思
っ
た
。
高
知
の

教
友
会
の
あ
り
方
、
山
梨
の
あ

り
方
、
福
岡
高
の
あ
り
方
、
石

川
高
の
あ
り
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
の

を
み
ん
な
出
し
合
い
な
が
ら
、

そ
こ
で
学
ぶ
も
の
が
あ
れ
ば
、

持
ち
替
え
り
、
各
県
で
報
告
し

て
、
更
に
付
け
加
え
て
活
動
を

し
て
ほ
し
い
。



（4）

て
、精
神
的
に
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
。

教
職
員
も
、
双
葉
地
区
か
ら
他
の
地

域
に
転
勤
し
て
も
、
元
か
ら
の
仲
間
が

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、「
孤
独
感
」

は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
に
も
表
れ
て
い
る
。

双
葉
支
部
で
は
、「
双
葉
は
元
気
で

す
」
と
い
う
絵
入
り
の
テ
ッ
シ
ュ
を

配
っ
た
り
し
て
い
る
。

5
、
住
民
の
苦
悩

戻
り
た
く
て
も
戻
れ
な
い
。
元
の
住

居
に
戻
れ
る
の
か
ど
う
か
、
戻
れ
な
い

の
か
。戻
れ
る
と
し
た
ら
い
つ
な
の
か
、

な
ど
悩
み
が
多
い
。「
避
難
」か「
移
住
」

か
、
年
中
「
決
断
と
覚
悟
」
に
迫
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
常
に
「
風
評
」
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
つ
ま
で

続
く
の
か
。半
年
か
、1
年
か
、3
年
か
、

「
区
切
り
」
と
「
覚
悟
」
に
迫
ら
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
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�
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◆ 

編
集
後
記 

◆

私
の
住
ん
で
い
る
埼
玉
県
坂
戸
市
に

は
、
原
爆
絵
画
展
実
行
委
員
会
と
い
う

市
民
運
動
組
織
が
あ
り
、
私
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
7
月
末
の
土
日

に
第
21
回
の
原
爆
絵
画
展
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
場
は
駅
前
の
集
会
施
設
で
、

予
約
は
半
年
前
で
、
し
か
も
抽
選
で
す
。

会
場
の
確
保
が
ひ
と
苦
労
で
す
。 

2
日
間
の
来
場
者
は
2
4
0
名
で
、

例
年
の
8
日
間
の
開
催
よ
り
は
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
小
・
中
学
生
の
来

場
が
多
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
例
年
よ
り

多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
特
別
企
画
と
し

て
、
福
島
県
い
わ
き
市
よ
り
川
越
市
に

自
主
避
難
し
て
い
る
若
い
お
母
さ
ん
の

体
験
談
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
在
は
、
報
告
集
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
、
協
力
諸
団

体
に
届
け
ま
す
。
10
月
に
は
、
種
よ
り

育
て
た
被
爆
ア
オ
ギ
リ
の
苗
木
を
市
内

中
学
校
に
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

市
内
7
中
学
校
全
て
に
植
樹
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
プ
レ
ー
ト
は
教
育
委

員
会
が
設
置
し
て
く
れ
ま
す
。
11
月
末

に
は
、
日
本
国
憲
法
が
出
来
る
ま
で
の

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
の
試
写
会
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
地
道
な
活
動
で
は
あ
り

ま
す
が
、
平
和
憲
法
を
守
り
、
原
発
反

対
運
動
の
一
助
と
な
れ
ば
と
願
い
つ
つ

活
動
を
し
て
い
ま
す
。�

（
ま
）

��������������������������������������������������

め
で
、
も
と
も
と
弱
体
だ
と
業
者
も

言
っ
て
い
る
。
遮
断
用
の
氷
壁
は
出
来

て
い
な
い
。

漁
業
関
係
者
へ
の
影
響
は
6
種
類
の

魚
介
類
全
て
検
査
し
て
い
る
が
、
安
全

な
線
量
な
の
は
ミ
ズ
ダ
コ
く
ら
い
で
、

90
%
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
。

2
、
放
射
線
量
の
状
況

部
分
的
に
は
相
当
高
い
線
量
の
所
も

あ
る
。
除
染
は
、
意
向
調
査
に
基
づ
い

て
、「
解
除
準
備
区
域
」
を
対
象
に
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
向
に
進

ん
で
い
な
い
。

子
ど
も
の
甲
状
腺
検
査
で
は
、
18
人

に
症
状
が
あ
り
、25
人
に
疑
い
が
あ
る
、

と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
検
査
は
双

葉
・
相
馬
地
区
だ
け
で
、
い
わ
き
市
は

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
未
実
施
の
状
態
で

あ
る
。
検
査
が
必
要
な
子
ど
も
は
19
万

人
い
る
。
こ
れ
が
5
年
後
、
10
年
後
、

15
年
後
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
は
依
然

未
定
で
あ
る
。

3
、
被
災
者
、
避
難
者
の
実
態

自
主
避
難
者
に
対
す
る
保
障
は
、
一

時
金
だ
け
で
、
あ
と
は
2
0
1
3
年
4

月
か
ら
高
速
道
路
無
償
な
だ
け
で
あ

る
。

警
戒
区
域
か
ら
の
避
難
者
へ
は
、
精

神
的
苦
痛
、
経
済
活
動
、
不
動
産
等
の

保
障
、
借
り
上
げ
住
宅
の
家
賃
、
高
速

道
路
無
償
な
ど
で
あ
る
。補
償
対
象
は
、

元
の
家
に
住
め
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
破
壊
、
仕
事
・
生
き
が
い
の
喪
失
、

家
族
離
散
な
ど
で
あ
る
。

双
葉
（
郡
）
地
区
か
ら
の
避
難
先
は

い
わ
き
市
が
最
も
多
い
。
い
わ
き
で
の

双
葉
の
人
に
対
す
る
呼
び
方
が
、
今
や

「
双
葉
の
ヤ
ツ
」
に
な
っ
て
い
る
。
避

難
者
に
対
す
る
非
難
が
、
日
に
日
に
強

く
な
っ
て
い
る
感
じ
だ
。
病
院
、
公
共

施
設
、
飲
食
店
、
道
路
な
ど
の
混
雑
、

渋
滞
が
す
べ
て
「
双
葉
の
せ
い
」
に
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。家
な
ど
建
て
る
と
、

「
保
証
金
が
も
ら
え
て
い
い
わ
ね
」
な

ど
と
陰
口
を
た
た
か
れ
る
。「
双
葉
差

別
」が
生
じ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

4
、
学
校
現
場

子
ど
も
た
ち
も
次
第
に
「
荒
れ
て
」

き
て
い
る
。
大
熊
町
は
町
民
の
多
く
が

会
津
若
松
市
に
移
住
し
、
当
初
3
分
の

2
の
子
ど
も
が
一
つ
の
学
校
で
生
活
し

て
い
た
が
、
今
で
は
2
分
の
1
の
人
数

に
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

川
内
村
、
広
野
町
は
、
避
難
の
対
象

地
区
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
学
校
が
あ
る

の
で
2
つ
の
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
1
校
ず

つ
開
校
し
て
い
る
が
、
こ
こ
以
外
の
全

て
の
町
村
で
は
、
開
校
が
不
可
能
に

な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
地
域
に

友
だ
ち
が
少
な
く
、
小
学
生
で
も
、
1

日
千
円
の
お
小
遣
い
を
も
ら
っ
て
い
る

子
も
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
孤
立
し
や
す

く
、
遊
び
相
手
が
い
な
い
こ
と
も
あ
っ

お
詫
び
と
訂
正

第
3
4
6
号
の
「
編
集
後
記
」
で
、「
夕

張
」
毒
ブ
ド
ウ
酒
事
件
は
、
三
重
県

の
「
名
張
」
で
し
た
の
で
、
訂
正
し

ま
す
。
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